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- 4つの実証実験で見えた、IoTでつながる製造現場の未来像 -

●株式会社リッチェル 
RFIDタグ可能性追求 
商品在庫低減にむけたファーストアプローチ  
RFIDタグを使うとどのような生産性向上が可能にな
るか。出庫在庫把握の自動化を目指す。 

●株式会社タアフ 
加工品質を保ちながら工具寿命限界まで 
使用可能な予兆（予知）システム 
AEセンサーで監視することでドリルの寿命を予知。
適切な品質管理と工具費用削減を目指す。

●大栄建材株式会社 
アルミ形材の在庫のQRコード管理  
材料の在庫管理業務を軽減させるとともに、在庫数
値のデジタル化による適正在庫を目指す。

●北日本製薬株式会社 
まずは試してみよう IoTツール 
生産性向上の議論をしようにも客観的なデータがな
い。そこで電子サイコロを使って工程単位・作業者
単位の実績を収集。 



10年前と今、 
製造現場はどれくらい変わりましたか 

10年後の現場、 
みなさんは思い描くことができますか
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❶ 事例情報の提供 → 講演会・セミナー、工場見学 
❷ 体験機会の創出 → ワーキンググループ 
❸ 方法論の提供 → 実証実験

IoTを活用した業務改善・生産性向上を目指し、企業が共に学び合うためのプラットフォームです

背景

IoTの技術を活用し、製造現場の変革を実現することを目指しています

目的

❶ IoTの知識を学ぶ 
→ IoTとは何であるかをセミナーやワーキンググループを通じ、具体的な事例から学ぶ 

❷ IoTの実験をする 
→ 企業の困りごとをワーキンググループで議論し、解決に向けて実証実験を行う 

❸ 先進企業経営者から学ぶ 
→ 工場見学などの機会を設け、先進企業の経営者から取り組みの経緯や考え方を学ぶ

IoTのノウハウを聞き、学び、実践する機会を創出・提供しています

活動
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具体的な活動① 講演会・セミナー、工場見学

先進的な取り組みをしている企業から具体的な事例やその成果を聞くことができます

平成29年5月26日
IVI手法を使ったIoT実践の進め方 part1

IVIにおける実証実験について

平成29年6月16日 人・物のリアルタイムなデータ収集によるタイムリーな生産計画変更

平成29年7月7日 「みんなの予知保全」 ～次世代センシング技術による予知保全データの活用～

平成29年7月14日
町工場の生産工程お知らせサービス

安価に実現するモノの位置情報管理システム

平成29年10月3日 中小企業のためのトヨタ生産方式の基礎知識

平成29年11月24日

中小製造業におけるITカイゼンのススメ 他

こだわりのQCD追求による「ものづくりへの生産革新活動」

ノウハウ伝承職人 ソフト紹介

平成29年12月1日 自社製品販売後のサービス付加価値向上

平成29年12月15日 IT IoTを活用した中小企業支援実例 IoTキット実演 相談会

製造現場の問題を洗い出して議論。問題の構造
と本質を把握することからIoTははじまる

実際の様子を業務シナリオとして描き、役者と
モノと情報の関わり方を整理（AS-IS）

あるべき業務シナリオを作成。どの情報をデジ
タル化し、どう利用するかを議論（TO-BE）

ワーキンググループは月に一回開催。困りごとを持ち寄り、検討を重ね、実証実験、実装に向けトライします

具体的な活動② ワーキンググループ

❶ 課題（困りごと）を整理する 
❷ 現状のシナリオ（AS-IS）を描く 
❸ 理想の姿（TO-BE）と実現する手段を検討する

演題期日
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●株式会社インテック 
●株式会社金沢エンジニアリング 
　システムズ 
●バイホロン株式会社 
●株式会社タアフ 
●株式会社トヨックス 
●テイカ製薬株式会社 
●ファインネクス株式会社 
●北陸コンピュータ・ 
　サービス株式会社 
●北陸エステアール協同組合 
●前田薬品工業株式会社 
●東芝メモリ株式会社

●株式会社東芝 
●株式会社インテック 
●株式会社トヨックス 
●株式会社広上製作所 
●株式会社北陸化成工業所 
●株式会社リッチェル 
●バイホロン株式会社 
●大栄建材株式会社 
●中部工営株式会社

●株式会社今井機業場 
●株式会社インテック 
●株式会社広上製作所 
●株式会社北陸化成工業所 
●バイホロン株式会社 
●北日本製薬株式会社 
●笹谷工業株式会社 
●新光硝子工業株式会社 
●株式会社シキノハイテック 
●北陸コンピュータ・ 
　サービス株式会社 
●北陸電機製造株式会社 
●前田薬品工業株式会社 
●阪神化成工業株式会社 
●無線パーツ株式会社 
●CKD株式会社

2017年は、3つのワーキンググループで4つの実証実験を行いました

具体的な活動③ 実証実験

❶ 予知保全チーム 株式会社タアフ (IVI中小企業・地域アワード優秀賞） 
→ 加工品質を保ちながら工具寿命限界まで使用可能な予兆（予知）システム  

❷ 在庫管理チーム 株式会社リッチェル (IVI中小企業・地域アワード最優秀賞）
→ RFIDタグ可能性追求 商品在庫低減にむけたファーストアプローチ  

❸ 在庫管理チーム 大栄建材株式会社 
→ アルミ形材の在庫のQRコード管理  

❹ 生産管理チーム 北日本製薬株式会社 
→ まずは試してみよう IoTツール 

まずは問題の構造と本質を知ることから。実際の業務シナリオを作成し、あるべき業務シナリオを目指します

予知保全チーム（計11名） 在庫管理チーム（計11名） 生産管理チーム（計17名）
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ワーキンググループでの体験が課題整理のきっかけに 成功とはいかなかったが、道筋が見えた実証実験

Pick up episode

実証実験の事前打ち合わせの様子。設備の動き
を確認し、AEセンサーの設置場所を検討する

実証実験で使用されたタップとドリル。本番で
は想定外の耐久性を見せた

設備に設置されたAEセンサー。工具をモニター
し、その波形をデータ送信する

Pick up scene

IVI中小企業・地域アワード優秀賞

設立／1987年5月 
代表者／水口昭一郎（代表取締役会長） 
　　　　高村元二（代表取締役社長） 
所在地／富山県富山市月岡町3-30 
資本金／2000万円 
事業内容／精密部品加工（半導体機器部品・液晶機
器部品・その他精密部品）

企業概要

金属部品加工を行っている株式会社タアフでは、加
工設備の工具の交換時期判断をこれまで属人的な経
験則によって行ってきました。それは加工設備、材
質、加工方法、加工条件等さまざまな要因により、
工具の寿命判断が単純にはできないため。そこで同
社では、品質が確保できなおかつ工具破損から製品
および設備を守ることを目的（併せて生産性向上、
工具費用の削減ができれば）として、加工設備にAE

センサーを設置し、定量的に工具寿命を把握するこ
とで最適な工具交換タイミングを予知するシステム
を構築する目的で実証実験に取り組みました。

加工品質を保ちながら工具寿命限界まで使用可能な予兆（予知）システム
実証実験までの経緯

●株式会社タアフ
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（株式会社タアフ 取締役 日合二郎さん）

私たちの課題と真剣に向き合ってくださったみなさまに心より感謝しています

担当者よりひと言

実証実験で目指した理想の姿
AS-IS

TO-BE
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●株式会社リッチェル

RFIDタグの可能性を試してみたいと自ら提案し実験へ 将来は社内全体、エンドユーザーまで最適化したい

Pick up episode

設立／1960年年7月 
代表者／蓮池浩ニ（代表取締役） 
所在地／富山県富山市水橋桜木136 
資本金／6億1800万円 
事業内容／家庭用品・ペット用品・ベビー用品・ラ
イフケア用品・園芸用品・業務用品・環境エコ用品・
エクステリア用品の企画製造販売

企業概要

完成品の外装にRFIDタグを貼る様子。将来的に
は商品一つひとつに貼ることを目標としている

タグを読み取るリーダーの設置。1回目の実験で
はゲートタイプとハンディタイプを用意した

実際に成形運搬者が完成品をハンドリフトに乗
せてゲートを通過してみる

プラスチック製の日用品の企画・製造・販売を行っ
ている株式会社リッチェルでは、商品在庫の低減に
向けて、販売店からお客さままで一気通貫の情報連
携体制構築を展望しています。そこで、最近注目さ
れているRFIDタグ活用を検討。まずは生産現場にお
ける困りごと解決をテーマとし、どのような活用が
可能なのかについてさまざまな角度から実証実験に
取り組みました。

Pick up scene

RFIDタグ可能性追求 商品在庫低減にむけたファーストアプローチ
実証実験までの経緯

IVI中小企業・地域アワード最優秀賞
Activity Report 2017
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担当者よりひと言

（株式会社リッチェル 経営管理本部 経営企画課 水野皓一郎さん）

確立された手法と多くの人の手助けがあり、一年という短い期間で未来像まで描けました

実証実験で目指した理想の姿
AS-IS

TO-BE

8



解決のきっかけになればとIoT活用推進フォーラムへ フォーラムでの体験を社内のプロジェクトにも活用

Pick up episode

現場には500を超えるラック。QRコードはいつ
も使用している看板表に設置した

こちらがQRコード。実証実験後、「固定した方
が良かったのでは」といった意見も

QRコードをスマホで読み込んで送信。実証実験
では一連の動作に44秒かかった

Pick up scene

設立／1989年年2月 
代表者／林和彦（代表取締役社長） 
所在地／富山県射水市北高木105 
資本金／9300万円 
事業内容／インテリア建材部門（和室用建具、洋室
用建具、和洋建具枠材、和洋造作材の販売・製造・
施工・メンテナンス）、外部アルミ建材部門（サッ
シ関連製品・玄関引戸の製造）

実証実験までの経緯 企業概要

和室用建具などの製造・販売・施工・メンテナンス
を全国で展開する大栄建材株式会社ではこれまで、
材料の在庫管理を人的資源に頼って行ってきました
（ピッキング作業員が出庫数を正の字で記入し、そ
れを工場長が回収。在庫管理表に転記し、転記した
ものをPCに入力）。そこで同社では、終業後に行っ
ていた工場長の間接業務の短縮を目指し、QRコード
を使った在庫管理ソフトの導入を検討。IoTによる自
動在庫管理システムの構築を目的に実証実験に取り
組みました。

アルミ形材の在庫のQRコード管理
●大栄建材株式会社
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担当者よりひと言

（大栄建材株式会社 業務部経営企画室長 林秀彦さん）

小さい取り組みからでもしっかりとサポートしてもらえるのが魅力だと思います

実証実験で目指した理想の姿
AS-IS

TO-BE
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一番の収穫は現状を把握する手法が学べたこと ツールで現状が把握できる事実がわかったことが成果

Pick up episode

実際の電子サイコロ。工程が書かれた面が上を
向いている状態がデータで送信される

Pick up scene

電子サイコロの仕組み

設立／1942年年1月 
代表者／西村一郎（代表取締役） 
所在地／富山県中新川郡上市町若杉55 
資本金／3384万7200円 
事業内容／医薬品の製造販売、サプリメント等の製
品の製造販売、輸出・輸入および販売

企業概要

漢方薬やサプリメントなどの製造販売を行う北日本
製薬株式会社では、生産効率の高い生産計画の立案
や効率の高い製造方法を確立していくことが課題で
した。そこで、作業担当者へのヒアリングや作業日
報に加え、現場の実態把握のツールとして、活用を
検討したのが電子サイコロでした。今後どのように
活用できるかも含めて、「まずは試してみようと」
というところから実証実験に取り組みました。

まずは試してみよう IoTツール
実証実験までの経緯

●北日本製薬株式会社
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（北日本製薬株式会社 取締役業務部長 櫻田紘一さん）

ツールを検討するまでのプロセスにこのフォーラムの価値があると思っています

担当者よりひと言

実証実験で目指した理想の姿
AS-IS

TO-BE
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Activity Report 2017

会員／会員、サポート会員、賛助会員の3種 
対象企業／会員：製造業 
　　　　　サポート会員：ITベンダー等 
　　　　　賛助会員：研究機関、他産業、諸団体等 
主な活動／①講演会、セミナー、IVIセミナー（IoT活用講習会） 
　　　　　②企業訪問、工場見学 
　　　　　③ワーキンググループ（具体的な改善策検討活動） 
指導・助言／一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアチブ（IVI）、先進企業 
会費／会員：5万円 
　　　サポート会員：3万円 
　　　賛助会員：2万円 
　　　※消費税別 
　　　①上記会費には主な活動の運営費・運営事務費を含む 
　　　②個別企画は別途請求することもあり 
　　　③会計監査人を定め、期終了後に会員へ報告 
参加申し込み／下記の一般財団法人北陸経済研究所へご連絡ください 

事務局：一般財団法人北陸経済研究所 
担当：新町 
TEL：076-433-1134 
FAX：076-433-1164 
E-MAIL：sinmati@hokukei.or.jp
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「IoT活用推進フォーラム」では 
10年後の製造現場を自分たちの手で描きます 

業務改善、生産性向上、付加価値創造 
みなさんの前に立ちはだかる至上命令に 
IoTの技術で立ち向かってみませんか
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